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2022年3月26日発生
日本航空
ボーイング767－300

2022年6月25日発生
ＡＮＡウイングス
ボンバルディアDHC-8-402

2022年7月16日発生
ソラシドエア
ボーイング737-800

2022年10月3日発生
日本トランスオーシャン航空
ボーイング737-800

機体動揺による負傷事故の例

客室乗務員の転倒・骨折事案が4件

1名重症（仙骨骨折）

1名重症（仙骨骨折）

1名重症（左足第5中足骨骨折）

1名重症（右足母趾種子骨骨折）

2022年中に発生
2023年10月26日公表分
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「運輸安全委員会ダイジェスト」 第15号（2014年8月発行）

 負傷者が発生した機内の位置は、機体後方が約 72％
（ダイジェスト第15号より）

※2001年10月-2014年 6月：18件
2014年 7月-2022年12月：17件

機体動揺事故発生場所の状況（2001-2022年）

※発生場所は概位※発生場所は概位
※国外で発生した3件を除く
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事故調査事例から得られた教訓（抜粋）
（運輸安全委員会ダイジェスト第15号（2014年8月）に記載）

○運航乗務員
 揺れが予測される場合、客室乗務員にはサービスや片付け、安全確認等で多くの時間が必要となるこ

とから、十分余裕を持って作業が行えるよう、極力早めにベルト着用サインを点灯すること

○客室乗務員
 出発前のブリーフィングで揺れの予測や降下中の着席について機長から説明が行われた場合は、揺れ

が始まると予測されたときまでには余裕を持って機内サービスが終了できるように計画を立てること
 乗客が適切にシートベルトを着用するようベルト着用サインなどの表示に対して注意を払うこと
 機内のアナウンスの聴取を心掛けるよう、乗客に対する注意喚起を行うこと
 状況によっては、機内サービスの中断、中止も考慮すること

機体動揺事故の負傷を軽減するために

乗客のみならず客室乗務員の安全・負傷軽減策の必要性

機体動揺による重傷者数｛暫定｝（国外発生分も含む）

期間 事故件数 負傷乗客 負傷客室乗務員

2001.10-2014. 6 18+1＊ 18 11

2014. 7-2022.12 17+2＊ 5 16
＊ 国外発生分

-3-


